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 以 前 歴 史 の 本 で 日 本 関 係 の 事 を 読 ん だ こ と が あ る 。 頭 の 中 で 、 日 本 は ど ん な 国 な

の だ ろ う ？  そ の 国 に は ど ん な 人 々 が 暮 ら し て い る の だ ろ う ？  ど の よ う な 歴 史 や

文 化 が あ る の だ ろ う ？  な ど 、 い ろ い ろ 考 え た 事 が あ る 。 ２ ０ ０ ８ 年 １ 月 ２ ０ 日 か

ら ２ ５ 日 ま で 、 承 徳 市 青 少 年 代 表 団 の 一 員 と し て 、 日 本 の 柏 市 を ６ 日 間 訪 問 し 、 本

当 に 貴 重 な 体 験 を し た 。  

 

 １ ９ 日 の 夕 刻 、 私 た ち 一 行 は 北 京 空 港 に 到 着 、 空 港 近 く の ホ テ ル に 泊 ま っ た 。 食

事 を 取 り な が ら 、 み ん な お 互 い に 知 り 合 い 、 日 本 に 行 っ た 時 の 計 画 や 期 待 、 デ ズ ニ

ー ラ ン ド に 行 き た い と か 、観 光 地 を 訪 ね た い と か 、買 い 物 し た い 、友 達 を 作 り た い 、

写 真 を 撮 り た い と か 皆 で 話 し 合 っ た 。 し か し 私 と 同 じ よ う に 、 誰 も が 少 々 興 奮 気 味

で 、 あ る 種 の 緊 張 と 不 安 を 持 っ て い た 。 と う と う 明 日 に は 異 国 ― 日 本 、 に 行 け る の

だ 。  

 

 翌 早 朝 空 港 に 行 き 、 い ろ い ろ な 手 続 き を 順 調 に 済 ま せ 、 待 合 ロ ビ ー に 着 い た 。 今

で も 覚 え て い る 、朝 ８ 時 ４ ５ 分 発 、ANA の ボ ー イ ン グ ７ ６ ７ － ３ ０ ０ 。搭 乗 後 、２

時 間 半 の 飛 行 時 間 。 時 間 が 経 つ に つ れ て 、 気 持 ち は だ ん だ ん と 期 待 が 近 寄 る に つ れ

興 奮 し て 来 た 。 丁 度 昼 過 ぎ 日 本 の 成 田 空 港 に 着 陸 、 入 国 手 続 き 、 通 関 、 私 達 は 日 本

の 国 土 を 踏 み し め た 。 柏 市 国 際

交 流 協 会 の 方 々 が 出 迎 え て 下 さ

り 、 用 意 さ れ た 車 で 柏 市 に 向 っ

た 。  

 

 空 港 か ら 柏 市 ま で ２ 時 間 ほ ど

の 距 離 で 、 空 港 周 辺 は ど ち ら か

と 言 う と 農 村 地 帯 で 、 農 村 か ら

都 市 部 へ の 違 っ た 風 景 を 見 る こ

と が 出 来 た 。 空 港 か ら し ば ら く

し て 、 典 型 的 な 日 本 式 建 物 を 見

た 、 私 の 第 一 感 で は 、 中 国 様 式 と 良 く 似 て い る が 、 少 し 高 さ が 低 い よ う だ 。 だ ん だ

ん 都 市 部 に 向 か う が 、 高 い 建 物 は な か っ た 、 道 幅 も 広 く な っ て 行 く が 、 大 部 分 の 家

屋 は ２ 階 建 て で 、 ど の 家 に も 庭 が あ る 。 丹 精 こ め て 造 ら れ た 芸 術 的 な 庭 も あ っ た 。

大 小 様 々 な 道 を 走 り 、 い ろ い ろ な 庭 を 眺 め た が 、 ど れ も な か な か の 物 だ っ た 。  

 



 飛 行 機 が 早 く 着 き 過 ぎ 、 予 定 の 計 画 よ り 小 一 時 間 ほ ど 早 く 柏 市 役 所 に 到 着 し た 。

そ れ で 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 方 々 も 未 だ 全 員 揃 っ て い な か っ た の で 、 市 役 所 の 中 を

簡 単 に 見 学 し た 。一 階 は 受 付 ロ ビ ー の よ う で 、入 り 口 左 側 に 受 付 カ ウ ン タ ー が あ り 、

簡 単 な 市 民 の 相 談 窓 口 の よ う だ っ た 。 大 き い ロ ビ ー の 一 隅 に は 座 席 が あ り 、 多 く の

市 民 が 相 談 に 来 た り 、 順 番 で 並 ん だ り 、 休 憩 し た り す る の だ と 思 っ た 。 右 側 の 廊 下

の 突 き 当 た り は 、 完 全 オ ー プ ン 式 の 事 務 部 で 、 カ ウ ン タ ー の 外 側 に は 椅 子 が 無 く 、

市 民 の 生 活 ・ 行 政 関 係 の 処 理 を 行 う 所 の よ う だ っ た 。  

 

 し ば ら く し て 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 方 々 も 揃 い 、 柏 市 国 際 交 流 協 会 に よ る 簡 単 な

歓 迎 会  と 対 面 式 が 開 催 さ れ 、 夫 々 が ホ ス ト の 家 庭 に 行 き 、 日 本 で の 生 活 が 始 ま っ

た 。  

 

 私 の ホ ス ト 家 庭 は 、 奥 さ ん は 日 本 語 の 先 生 、 ご 主 人 は 歯 医 者 さ ん で 、 奥 さ ん は 流

暢 な 英 語 を 話 し た 。 家 の 各 部 屋 や 設 備 を 紹 介 し て く れ た 後 、 奥 さ ん は 豪 華 な 晩 御 飯

の 用 意 を し て く れ 、 休 ま せ て 頂 き 、 こ う し て 団 員 一 同 は 長 か っ た 長 旅 の 第 一 日 の 道

程 を 終 え た 。  

 

 二 日 目 、 今 日 は

朝 か ら 正 式 行 事 が

始 ま る 。 ま ず 柏 市

庁 舎 で 、 市 長 、 市

議 会 議 長 の 表 敬 訪

問 。 市 長 、 議 長 の

歓 迎 の 挨 拶 が あ り 、 我 々 の 肖 団 長 の 挨 拶 。 贈 り 物 の 交 換 の 後 、 市 庁 舎 の 見 学 、 市 議

会 場 を 訪 れ 市 の 職 員 か ら 日 本 に お け る 地 方 議 会 の 行 政 シ ス テ ム の 講 義 を 受 け た 。  

 

 市 役 所 を 後 に し て 、 車 で 柏 市 内 の 有 名 な 麗 澤 学 園 に 行 っ た 。 丁 度 入 学 試 験 の 最 中

だ っ た 。 こ こ は 中 学 、 高 校 、 大 学 が 一 体 と な っ た 学 校 で 、 我 々 高 校 ・ 中 学 グ ル ー プ

は こ の 学 校 の 高 校 生 と 一 緒 に 学 園 見 学 を し た 。 校 内 は 大 変 大 き く 、 し か も 開 放 的 で

説 明 で は 市 民 も 自 由 に 出 入 り で き る そ う だ 。 校 内 の 環 境 も 大 変 良 く 、 小 型 の テ ー マ

パ ー ク の よ う だ っ た 。 当 然 各 種 の 関 連 設 備 も 完 璧 だ 。 昼 こ の 学 校 の 食 堂 で 昼 食 を 取

っ た 。 食 堂 の 壁 に 先 程 行 わ れ た 入 学 試 験 の 物 理 と 地 理 の 問 題 が 張 り 出 さ れ て い た 。

我 々 数 人 が 下 し た 結 論 は 次 の よ う だ っ た 。  こ の 学 校 の 入 試 問 題 は す こ し 程 度 の 高

い も の だ が 、 問 題 そ れ 自 身 は そ れ 程 難 し く は 無 い 。 こ の テ ス ト は 理 論 理 解 で 、 そ の

関 連 や 応 用 で は な く 、 率 直 に 言 え ば 問 題 は 簡 単 だ と 思 っ た 。 中 国 の 学 校 の 卒 業 試 験

と 比 べ る と 、 や や 程 度 の 下 の 知 識 と 、 相 対 的 に 幅 広 い 知 識 を 要 求 し て い る と 思 わ れ

た 。  



 こ こ の 学 校 の 授 業 方 式 、 一 学 級 の 生 徒 数 、 教 師 の 人 数 な ど は ほ ぼ 中 国 と 同 じ ぐ ら

い で あ る 。 し か し 夫 々 の 教 室 の 設 備 な ど は 中 国 の 方 が 努 力 す る 必 要 が あ る よ う だ 。

も う 一 つ 取 り 上 げ る べ き 物 は 、 理 科 の 実 験 室 が 教 室 の 一 部 分 に な っ て い る 事 。 実 験

を す る し な い に 拘 わ ら ず 、 対 応 す る カ リ キ ュ ラ ム が 実 験 室 内 で 講 義 さ れ る こ と だ 。

さ ら に 些 細 な 事 だ が 、 ど の 教 室 に も 遺 失 箱 が 備 え ら れ て お り 、 同 級 生 の 忘 れ 物 が あ

っ た 。 ま た そ の 傍 ら に は 授 業 の 参 考 書 が 並 べ て あ り 、 任 意 に 持 ち 出 し 読 み 終 え れ ば

戻 す 仕 組 み に な っ て い た 。  

学 内 に は 部 活 動 用 の 建 物 も あ り 、 中

国 で も よ く あ る 演 劇 部 、 音 楽 部 の 他

に 、 武 術 、 書 道 、 さ ら に 野 球 、 バ ス

ケ ッ ト な ど の 体 育 関 係 の 部 活 も あ り 、

全 部 学 生 の 自 主 組 織 で 、 学 生 の 余 暇

活 動 と し て 、 学 生 達 の 積 極 性 と よ り

高 い 能 力 を 引 き 出 さ せ て い る よ う で

あ っ た 。  

 

  

 

麗 澤 学 園 の 次 に 、 柏 市 の 「 環 境 教 育 研 究 施 設 」、（ 分 り 易 く 言 う と ） ゴ ミ 処 理 場 に 行

っ た 。 人 々 が 「 環 境 教 育 研 究 施 設 」 と 呼 ん で い る の は 、 普 通 の ゴ ミ 処 理 場 と 違 っ て

い る か ら だ 。こ こ は ４ 年 前 に 完 成 し 、敷 地 面 積 は 約 23,000 ㎡ 、一 日 の 処 理 能 力 125

ト ン の 高 炉 が 二 基 、23ｔ /日 の 灰 溶 融 炉 な ど を 持 つ 処 理 工 場 と 緑 化 公 園 な ど の 施 設 を

含 め て 、 柏 市 ・ 市 民 団 体 ・ 教 育 機 関 な ど か ら な る 運 営 公 社 が 柏 市 の 生 活 お よ び 工 場

の ゴ ミ を 処 理 し て い る 。  

 

こ の よ う に 大 規 模 ゴ ミ 処 理 場 は 、 大 量 に 有 害 ゴ ミ を 処 理 す る と 同 時 に 汚 染 ゼ ロ 放 出

を 可 能 に し て い る 。 下 の 図 は こ の 処 理 場 の 汚 染 物 質 排 出 物 質 と 、 法 定 最 大 基 準 と を

対 比 し た も の 。 日 本 の 環 境 は 非 常 に 良 い と 聞 い て い る 、 環 境 基 準 も ま た 大 変 厳 格 で

あ る 。こ こ の 処 理 場 は 法 定 基 準 を 遥 か に 満 た し て い る 。だ か ら“ グ リ ー ン セ ン タ ー ”

と 呼 ば れ て い る の だ 。ゴ ミ 焼 却 で 得 た エ ネ ル ギ ー は 、出 力 2,500kw の 発 電 機 に 供 給

さ れ る 。 焼 却 時 の 蒸 気 放 出 エ ネ ル ギ ー は 場 内 や コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー の 温 水 プ ー

ル な ど に 再 利 用 さ れ て い る 。  

 

ま た 基 地 内 に は 、 太 陽 電 気 発 電 、 風 力 電 気 発 電 の 設 備

を も ち 、 施 設 内 の 電 力 の 一 部 と し て モ デ ル 利 用 し て い

る 。「 環 境 教 育 研 究 施 設 」と す る た め に 、こ の 施 設 の あ

ら ゆ る デ ー タ は 市 民 に 全 て 公 開 さ れ て お り 、 だ れ で も



調 べ る 事 が で き る 。 施 設 の ３ 階 は 、 見 学 に 来 た 市 民 が 情 報 を 調 べ る 事 が で き る よ う

に パ ソ コ ン が 設 置 さ れ て お り 、 ゴ ミ 処 理 過 程 を 体 験 で き る シ ア タ ー が あ る 。 焼 却 後

の ゴ ミ に つ い て 、 こ こ の 技 術 員 が 研 究 開 発 し 、 リ サ イ ク ル 物 質 に し 、 工 場 で 継 続 利

用 し て い る 。 こ の 施 設 は ま さ に 環 境 教 育 、 環 境 保 護 研 究 、 環 境 情 報 交 流 の グ リ ー ン

セ ン タ ー な の で あ る 。  

 

 

 引 き 続 い て 、柏 市 立 病 院 を 参 観 し た 。中 国 の 承 徳 市 附 属 病 院 と の 友 好 病 院 で あ る 。

病 人 へ の 配 慮 か ら 、写 真 撮 影 は 不 許 可 で あ る 。こ の 病 院 は 、小 規 模 の 療 養 セ ン タ ー 。

ベ ッ ト 数 ３ ０ ０ 床 弱 。 し か し 医 療 設 備 は 完 璧 で 、 世 界 最 先 端 の 医 療 機 器 、 一 流 の 医

師 、 親 切 な 看 護 シ ス テ ム を 持 っ て い る 。 病 院 の 待 合 室 で CD 放 送 を 見 つ け た 。 落 ち

着 い た 音 楽 を 流 し て い た 。 そ の 後 の 見 学 中 気 を 付 け て い た が 、 こ の 病 院 で は 、 他 の

病 棟 に は CD 放 送 は な か っ た 。 こ れ は 病 人 と 家 族 の 緊 張 し た 気 持 ち を 和 ら げ る た め

の も の と 思 わ れ る 。  

 

こ の 病 院 に は 、「 人 に 優 し い 対 応 」を 体 現 す る も の が あ っ た 。そ れ は 、ど の エ レ ベ ー

タ ー に も ２ 箇 所 の 押 し ボ タ ン が 付 い て い る 事 だ 。上 の 方 の ボ タ ン は 正 常 な 人 が 使 い 、

下 の 方 は 障 害 者 が 使 う 。 こ の よ う な 設 計 は 、 こ こ で は 「 人 に 優 し い 対 応 」 が 実 際 に

必 要 と さ れ る 所 ま で 配 慮 さ れ て い る の だ と 感 心 さ せ ら れ た 。 細 か い と こ ろ ま で 、 一

つ の テ ー マ あ る 人 中 心 主 義 が 強 調 さ れ て い る 。  

 

さ ら に 別 院 が あ り 、 老 人 専 門 病 棟 と し て 独 立 し て い る 。 こ こ で 病 気 を 持 っ た 老 人 達

が 十 分 な 医 療 ケ ア と 介 護 を 受 け る 事 が で き る 。 病 気 の 人 は 入 院 す る だ け で な く 、 介

護 だ け の た め に 入 院 す る こ と も で き 、 デ イ ・ サ ー ビ ス で 、 昼 間 来 て 夜 帰 る 老 人 も い

る 。 医 師 が い る 高 級 な 老 人 施 設 、 本 当 に 人 に 優 し い 管 理 サ ー ビ ス の あ る 老 人 施 設 で

あ る 。  

 

 こ れ が 第 一 日 目 の 日 程 だ っ た 。 市 役 所 へ の 帰 り の バ ス の 中 、 誰 も が 無 言 で 、 じ っ

と 第 一 日 目 の “ 衝 撃 ” を 考 え て い た 。 実 際 、 技 術 や 設 備 で は 中 国 も 余 り 差 は 無 い 。

人 がó先 進 的óと 言 う の は 、 "些 細 な 所óの 差 な の だ 、 日 本 人 は "些 細 な 所óを 1 つ 1 つ

こ の よ う に 良 く し て い る 、ど う し て 中 国 は ま だ 出 来 な い の か ？  じ っ と 考 え 続 け た 。

そ の う ち に 市 役 所 に 到 着 し 、 そ こ で は 歓 迎 会 が 私 た ち を 待 っ て い た 。 疲 労 困 憊 を 振

   

  0.01g/  0.04g/  
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 30ppm  250ppm  

 10ppm  430ppm  

 0.03g/   



り 払 っ て 、 一 生 懸 命 笑 顔 を 作 っ て 、 綺 麗 に 飾 ら れ て 食 堂 に 入 場 し た 。 そ こ に は 、 心

の こ も っ た 人 々 と 、 簡 素 だ が 真 心 こ め て 準 備 さ れ た 歓 迎 晩 餐 会 が あ っ た 。 楽 し く て

忘 れ ら れ な い 一 夜 で あ っ た 。   

 

 第 三 日 目 の "任 務óは 楽 し い 遊 覧 だ 。 夢 に ま で 見 た デ ズ ニ ー ラ ン ド に 行 っ た 。 朝 一

行 は 柏 駅 に 集 合 、 "分 秒 違 わ な い "日 本 の 電 車 を 体 験 し た 。 言 う ま で も 無 く 、 日 本 の

電 車 交 通 も 地 方 差 が あ る よ う だ 。 柏 市 区 内 の 大 部 分 の 人 は 車 を 持 っ て お り 、 バ ス は

少 な い よ う だ 。 し か し 都 市 と 都 市 の 間 は 、 多 く の 人 は 最 も 便 利 だ と 電 車 を 利 用 し て

い る 。 日 本 の 短 距 離 列 車 の 構 造 は 、 中 国 の 地 下 鉄 と ほ ぼ 同 じ で 、 両 方 の 窓 際 に 座 席

が あ り 、 そ の 上 に つ り 革 が あ る 。 し か し 乗 車 し て い る 人 が 全 然 違 う の だ 。 日 本 で は

が や が や と 喧 し い 騒 音 は 無 い 。 突 然 携 帯 が 鳴 り 出 し 大 声 で 話 す 人 は い な い 。 た だ 電

車 進 む 音 だ け で あ る 、 列 車 内 で の 騒 音 は な く 、 静 か に 新 聞 を 読 む サ ラ リ ー マ ン 、 独

り 携 帯 を 打 ち 込 む 若 い 人 、 一 切 静 ま り 返 っ て い る 。 先 程 切 符 を 買 っ た 時 見 た 列 車 の

発 車 時 間 は 9 時 34 分 だ っ た 。 時 間 が 経 過 し 、 私 は 疑 い 始 め た 、 日 本 人 は 時 間 を 厳

守 す る と 言 う が 、 し か し 中 国 も 電 車 の 遅 れ は 大 幅 に 改 善 さ れ て 来 た し 、、、 こ の 時 、

時 計 は カ ッ キ リ 34 分 、 列 車 到 着 、時 計 は 34 分 、 分 秒 違 わ な い ！  最 初 は 驚 き 、 そ

し て 心 か ら 羨 ま し く 思 っ た 。  

 

 東 京 デ ズ ニ ー ラ ン ド は 、 ア メ リ カ 以 外 の 最 初 の デ ズ ニ ー ラ ン ド で 、 敷 地 466,535

㎡ 、 ま た ウ ォ ル ト ・ デ ズ ニ ー 社 に 属 さ な い 唯 一 の 海 外 デ ズ ニ ー ラ ン ド で あ る 。 7 つ

の テ ー マ パ ー ク が あ る 。 世 界 の 市 場 、 西 部 楽 園 、 夢 の 楽 園 、 明 日 の 楽 園 、 動 物 村 、

ア メ リ カ の 珍 奇 な 村 で 、世 界 中 で 最 も 多 く の 人 々 が 遊 び に 行 く テ ー マ パ ー ク で あ る 。

ま た 今 年 は デ ズ ニ ー ラ ン ド は 創 立 25 周 年 を 迎 え て の 大 改 修 を 経 て の "特 別 推 奨ó遊

覧 を 体 験 し た 訳 で あ る 。 躍 如 と し て 真 に 迫 っ た 情 景 、 ス リ ル い っ ぱ い の ジ ェ ッ ト コ

ー ス タ ー 、 心 の こ も っ た サ ー ビ ス 、 一 人 ひ と り を 心 の

底 か ら 感 激 さ せ て く れ た 一 日 で あ っ た 。TDL で 、比 類

の 無 い 数 々 の ア ト ラ ク シ ョ ン 以 外 に 、 毎 日 挙 行 さ れ る

大 パ レ ー ド に も 心 を 揺 り 動 か さ れ た 。パ レ ー ド の 最 中 、

私 は 二 つ の 些 細 な 事 に 注 目 し た 。 1 つ は パ レ ー ド の 音

響 効 果 。 パ レ ー ド の 隊 列 は 非 常 に 長 く 、 前 の 方 と 後 ろ

の 方 は 違 っ た 演 技 を し 、 進 行 も 大 変 ゆ っ く り で あ る 。

パ レ ー ド の 進 む 道 は 、幅 が 100 歩 足 ら ず の 広 場 の 周 り の 通 り で 、つ ま り 常 識 的 に 言

え ば 、 パ レ ー ド の 一 隊 が 広 場 の 一 辺 に 来 た 時 、 隊 列 の 先 頭 の 人 は 広 場 の 向 か い 側 の

音 楽 が 聞 こ え る 、 つ ま り 同 様 に 目 の 前 の 隊 列 の 演 戯 が 目 に 入 り 影 響 を 受 け る 。 し か

し パ レ ー ド を 見 て い る と 、 僕 の 耳 に は 自 分 の 広 場 以 外 の 音 楽 は 聞 こ え な い 、 こ れ に

気 付 い た 時 、 僕 の 心 は 震 え た 。 こ れ は 凄 い 高 等 技 術 だ ！ 仔 細 に 観 察 す る と 、 音 響 設

備 が 広 場 周 辺 の 建 物 に 設 置 さ れ て お り 、 お そ ら く 高 度 な 音 響 学 の 法 則 を 厳 密 に 応 用



し た 設 計 構 造 に な っ て い る と 思 わ れ る 。 僕 の 知 識 の 薀 蓄 程 度 で は と て も 理 解 で き な

い 。 た だ た だ 、óや っ ぱ り こ れ が 日 本 だ ！óと 感 嘆 す る の み だ っ た 。   

 

更 に も う 一 点 。óパ レ ー ド を 見 物 す る 人óの こ と だ 。 パ レ ー ド 行 進 中 見 物 客 は 、 そ れ

ぞ れ の 道 の 両 端 に 自 発 的 に 行 列 を 作 っ て い る 。 こ の 行 列 に 誰 一 人 割 り 込 ん だ り し て

い な い 、 ま た 押 し 合 い へ し 合 い も な い 。 誰 も が 時 に は 周 囲 の 人 を 気 に か け 、 お 互 い

に 位 置 を ず ら し た り し て 、 か な り 長 時 間 に わ た る パ レ ー ド を 心 温 か い も の に さ せ て

い る 。人 間 と し て の 資 質 が 余 す と こ ろ な く 滲 み 出 て い て 、感 心 し て し ま っ た 。夜 TDL

の あ る レ ス ト ラ ン で 日 本 料 理 を 食 べ た 頃 に は 日 も 暮 れ 真 っ 暗 だ っ た 。 こ こ の 夜 景 は

ま た 格 別 な 風 情 が あ っ た 。 複 雑 で き め 細 か な 照 明 効 果 は 、 何 か 神 話 の 世 界 に い る よ

う で 、 幻 想 的 な ム ー ド の 中 、 妖 精 に な っ て ふ わ ふ わ と 自 由 気 ま ま に 漂 っ て い る よ う

だ っ た 。し ば ら く し て ゲ ー ト を 出 る と 、市 役 所 の 人 が バ ス で 迎 え に 来 て く れ て い た 。

車 に 乗 り 、 今 日 一 日 の 興 奮 と 楽 し み を 思 い 出 し な が ら 、 素 晴 ら し い 明 日 を 思 い 浮 か

べ 胸 が い っ ぱ い に な っ て き た 。  

 

 23 日 、小 雤 。こ の 日 、最 初 に 訪 れ た の は 日 立 の 医 療 器 械 工 場 だ っ た 。世 界 的 に 有

名 な 医 療 機 器 メ ー カ ー で 、 中 国 の 病 院 に も こ の 会 社 の 機 器 が 数 多 く 入 っ て い る 。 ま

ず 企 業 に つ い て い ろ い ろ と 説 明 を 受 け た 後 、 生 産 工 場 を 見 学 し た 。 こ の 方 面 の 事 に

つ い て 、 十 分 理 解 は 出 来 な か っ た が 、 工 場 は 隅 々 に 至 る ま で 整 然 と し て い た の が と

て も 印 象 的 だ っ た 。  

 

 引 き 続 い て 、 東 京 大 学 柏 キ ャ ン パ ス に 行 っ た 。 こ こ は 大 学 院 課 程 が あ る だ け で は

な く 先 端 技 術 開 発 の キ ャ ン パ ス で も あ る 。 中 国 出 身 の ド ク タ ー が 大 学 の 基 本 情 況 を

説 明 し て く れ た 後 、 キ ャ ン パ ス 内 の 二 つ の 実 験 室 を 見 学 さ せ て く れ た 。 二 名 の 教 授

が 夫 々 の 研 究 分 野 に つ い て 講 義 し て く れ た 。 世 界 最 先 端 の 知 識 と 理 論 は 、 最 高 の 設

備 が あ っ て こ そ 保 障 さ れ る 。 こ の キ ャ ン パ ス 内 で 研 究 中 の 天 才 達 は 、 新 技 術 の 開 発

と 蓄 積 の 中 で 、 過 渡 期 の な い 最 先 端 の 研 究 に 没 頭 し て い た 。  

 

 東 京 大 学 を 出 る 時 、 雤 は 小 降 り に な っ て き た 。 車

で 向 っ た の は 、 次 の 重 要 な 行 事 、ó日 本 茶 道 観 賞óで

あ る 。 茶 文 化 は 、 中 国 と 同 様 に 日 本 で も 重 要 な 地 位

を 占 め て い る 。 伝 統 が あ る の で 自 然 多 く の 習 わ し が

あ る 。 ま ず 最 初 に す る こ と は 手 を 洗 う 事 。 そ れ に も

き ま り が あ る 。 日 本 の 伝 統 的 な 家 屋 建 築 の 外 側 に "

つ く ば いóが 備 え ら れ て お り 、地 下 か ら 汲 み 上 げ ら れ

た 水 で 両 手 を 洗 う よ う に な っ て い る 。 茶 室 に 入 る と 、 本 来 な ら 全 て の 所 作 を 正 座 し

て 行 う の で あ る が 、 そ の よ う な 礼 儀 作 法 の 経 験 が な く 、 長 時 間 座 れ な い の で は とó



ご 主 人óの 配 慮 で 、特 別 に 腰 掛 が 用 意 さ れ て い た 。日 本 文 化 を 本 当 に 体 験 す る 為 に は 、

腰 掛 を 後 ろ に や り 、 畳 に 正 座 し て 、 そ の 後 膝 の 痣 が 一 週 間 ほ ど 残 っ て も 、 か え っ て

記 念 に も な る の に 、、、な ど と 考 え も し た が 、結 局 後 の 祭 り と な っ た 。茶 道 の 実 演 は 、

“ 柔 ” と “ 美 ” の 二 字 に つ き る 。 主 人 の ゆ っ く り と し た 動 作 、 お 茶 を 泡 立 て る 時 の

微 か な お 湯 の 音 、 自 然 に ゆ っ た り と し た 軽 や か な 世 界 に 誘 っ て く れ る 。 お 茶 を 賞 味

す る と 、 心 が 爽 や か に な り 、 澄 み き り 、 高 く 遠 く へ 飛 ん で 行 く よ う だ 。  

 

 茶 室 を 出 る 時 、 軒 下 に 吊 り 下 げ ら れ た 鉄 の 鎖 に 気 付 い た 。 雤 は 止 ん で い た が 、 軒

に 降 っ た 雤 水 が 、 鉄 の 鎖 を 伝 わ っ て 流 れ と な り 、 そ の 下 に 誂 え ら れ た 水 槽 に 溜 ま っ

て い る 。 雤 水 を 溜 め 、 庭 全 体 に 趣 を 添 え る 小 さ な 工 夫 で あ っ た 。  

 

 次 は 柏 市 立 柏 高 校 へ 行 っ た 。 学 校 の 図 書 館 、 パ ソ コ ン 教 室 、 そ し て 著 名 な ブ ラ ス

バ ン ド の 演 奏 を 見 学 し た 。図 書 館 で は 、

「 論 語 」、「 三 国 志 」、「 孫 子 兵 法 」、「 紅

楼 夢 」、「 西 遊 記 」 な ど 一 連 の 中 国 の 昔

か ら の 名 著 を 見 つ け た 。 日 本 の 高 校 に

も こ の よ う な 書 籍 が あ り 、 中 国 の 伝 統

文 化 が 燦 然 と 光 り 輝 き 、 大 き な 影 響 を

与 え て い る の だ な と 思 っ た 。 同 時 に 日

本 人 が 外 来 の 優 れ た 文 化 に 対 し て 謙 虚 に 受 け 入 れ て い る の か な と も 考 え た 。  

 

 校 内 に は 、大 小 幾 つ か の パ ソ コ ン 室 が あ り 、教 室 内 は 広 く 、全 部 IBM の 液 晶 デ ィ

ス プ レ ー 、 ペ ン テ ィ ア ム ４ ・ プ ロ セ ッ サ 、 全 部 が ラ ン 接 続 さ れ て い て 、 相 互 学 習 も

で き 、 非 常 に 力 を 入 れ て い る よ う だ 。 そ の 後 、 プ ロ に も 負 け な い よ う な 見 事 な ブ ラ

ス バ ン ド を 観 賞 し た 。 ま さ に 日 本 一 の 名 に 恥 じ な い 、 水 準 だ ！  演 奏 、 演 出 、 組 み

合 わ せ 、 全 て が 毎 日 長 時 間 の 精 力 を こ め た 練 習 の 賜 物 だ と 思 う 。 も う 言 葉 は 不 必 要

だ 。 全 て の 曲 に た だ 心 服 す る ば か り で あ っ た 。  

 

 ２ ４ 日 。 東 京 、 浅 草 、 秋 葉 原 を 見 学 し た 。 日 本 の お 寺 を 訪 ね 、 秋 葉 原 で は 、 本 当

に 沢 山 “ 高 水 準 ” の 高 技 術 力 を 見 聞 し た 。  

 

 続 い て 最 後 の 日 が や っ て 来 た 。 朝 、 荷 物 を 積 め 市 役 所 ロ ビ ー に 集 合 し た 。 簡 単 な

歓 送 会 の 後 、 不 承 不 承 バ ス に 乗 り 、 ホ ス ト に 別 れ を 告 げ た 。 こ の 日 は 、 千 葉 県 の 体

験 博 物 舘 を 見 学 、 成 田 イ オ ン タ ウ ン に 立 ち 寄 り 、 成 田 空 港 に 到 着 し た 。 出 国 手 続 き

を し 、 帰 国 の 途 に 着 い た 。 実 の と こ ろ こ の 日 は 一 日 中 、 気 持 ち は 良 く な か っ た 。 一

方 で は 家 で 首 を 長 く し て 待 ち 構 え て い る 自 分 の 両 親 の 事 を 考 え 、 一 方 で は 大 好 き に

な っ た 日 本 の こ と に 思 い を 廻 ら し 、 誰 の 顔 に も 別 れ の 辛 さ と 会 え る 喜 び の 矛 盾 し た



表 情 を 浮 か べ て い た 。  

 

 飛 行 機 は 三 時 間 半 ほ ど で 北 京 国 際 空 港 に 着 陸 し た 。 承 徳 に 戻 っ た の は 夜 明 け 前 だ

っ た 。 満 身 疲 労 困 憊 だ っ た が 、 遠 路 は る ば る 帰 っ て 来 た と い う 興 奮 を 抑 え る 事 が で

き ず に 、 迎 え に 来 た 家 族 に 思 い 切 り 思 い 出 話 を 次 々 に し た あ と 、 ど う し て も 眠 ら な

け れ ば な ら な い が 、 長 い 道 の り の 末 交 わ し た 尽 き る 事 の な い 思 い 出 が ほ と ば し る の

で あ っ た 。  

 

 今 日 本 で 滞 在 し た 日 々 を 回 想 す る と 、 私 達 は み ん な 心 温 ま る 受 入 を し て 頂 き 、 宿

泊 し た ホ ス ト の 家 庭 は ま る で 自 分 の 家 庭 の よ う な 温 か な 心 遣 い で あ っ た 。 ど の ホ ス

ト 家 庭 も で き う る 限 り 私 達 の こ と を 考 え 、 細 心 の ご 配 慮 を し て 下 さ り 、 隅 々 に 至 る

ま で 私 達 の 滞 在 を 充 実 し た 、 楽 し い 物 に す る た め に 尽 く し て 下 さ っ た 。 私 が 心 の 底

か ら 体 験 し た よ う に 、 全 く 非 の 打 ち 所 の な い も の だ っ た 。 日 本 で 受 け た 感 銘 は 私 の

言 葉 で は 言 い 尽 く す こ と が 出 来 な い 。 無 い 頭 を 搾 り 出 し 、 簡 単 で は あ る が 、 私 が 見

聞 き し て き た 事 を 、 一 生 涯 心 に 残 る 感 情 を 綴 っ て み た 。  

 

 こ の 写 真 は 私 の ホ ス ト の 奥 さ ん で あ る 。 最 後 に 握 手 し て お 別 れ し た 時 、 彼 女 は こ

の よ う に 言 っ た 。「 日 本 で 富 士 山 を 見 た 人 は 、 必 ず ま た こ の 不 思 議 な 国 に 来 る の 。」

と 。 東 京 へ 行 っ た 時 、 遥 か 彼 方 に 雪 で 先 端

が 覆 わ れ た 富 士 山 を 全 員 で 見 た 。 だ か ら 誰

も が ま た 日 本 に 来 れ る 希 望 を 託 さ れ た の だ

と 思 う 。 再 び ま た こ の 魅 力 の あ る 国 を 来 訪

で き る 希 望 を 持 ち 、 そ の 暖 か い も て な し を

身 に 沁 み て 感 じ 、 そ の 慎 み 深 さ を 学 び 、 そ

の 文 化 を 体 得 し て 行 き た い と 思 っ て い る 。

そ し て 全 て の 人 々 が 永 遠 に 平 和 で あ れ と 祈

り た い 。  

 

 


